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483. 銭射識がパフォ』マンス iこ~ぽす
影響について

O安部資彦(競技大学大学説).宮本畿手H，
g永 艶自本仁，下後仁士(筑波大学)

くお釣〉本接究では、遂勤前iこ行う銭総数が競技者iこ
与える影響について、銘力、柔軟性、パフォーマンスと
自覚的務見から検討した。
く方法〉鍵?舎な努子学生21名を、鎮の溺激務殺到にそれ
ぞれ管鵠群(B群;n=7)、線部群{し群;n=7)、対態群(C群
;n:!ηの3群に分けたc銭の鵜激務授は総Hこ訴した遜りで
ある告畿はステンレス裂のi之さ5伽郎、産径O.2mmのもの
を使用し、採さ釣15mm談後の雀努事j議(タッピング)を2
秒iこ1践の割合で行い、一寸法につき10箆灘激した世運
動は、 50m港、定犠鋭、立縛説、愛護換を30:分の徐患を
!需にはさみ、 2露~~義務した(C 群}o B群、 L群では、休息
30分の後半10分を議議!滋持 j習に~て、総数議後に )L位体
節怒の許認をあわせてfiった以外はC群潟擦である。筋
力についてはBIODEXを綾沼して、被技者14名を対象に、
1時間間務で3菌、接関箆禅譲、怒強力の等途詮筋力を認
定した。このときの銭車!滋は i鶴自繋了10分後iこ胸部
託行った。
く結果金考察〉銭溺滋群、対熊欝それぞれ:間容に比し、
2留島、 3回目において、ピ山クトルク iこ答意な変イ乙は認
められなかった企柔軟性の指様とした立佼体議怒におい
ては、 B群でiま1%水準で、 L群でiま5%水警告で灘滋事jに
比し、灘滋後に苓3まな楚が認められた告運動パフォーマ
ンス記おいては、廷群、 L群、 C群ともそれぞれ1飽8
と2鐙震との箆に辻、著窓な差は認められなかった。自
覚的所見の中で興味深いこととしては、 B群の者全員が
銭東j畿によって疲労惑が軽減したと答えたことであるc

きちに銭殺滋後、 L若手では70%以上の者が違和惑がある
と答えたのに対し、 B群ではその逆で30%以下であった合
以上のことより、競技訴に行う鋭意u激としては、持部に
行うよりも態管務に行ったほうが、選手に対して務神的
な安定をもたらし、競技能のコンディショニングのーっ
として審効であると考えられる。
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